
▲商工貿易センタービルから高速道路・
三井倉庫・第４突堤・神戸大橋・ポー
トアイランドをのぞむ

●特集／神戸のアーバンデザイン⑮－未来編一海⑧
チーム・ＵＲサイドショッピングシ

三井レンガ倉庫の
リハビリテーション

三宮市街地中心と観光
船ターミナル( 第４突堤）
ポートアイランドを結ぶ
ペデストリアンデッキ
（ガラスチューブ）と、
倉庫の古いレンガ壁をそ
のまま残したガラス屋根
のショッピングセンター
の組合せ。港と街をつな
ぐチャーミングなクリス
タルパレスとなる……。

守
評
で
割
預
．

▲ プラン

壷

▲スケッチ

4３

蕊萱鍵善総蕊辱蕊解

▼セクション
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灘

チーム・ＵＲウォーターフロント・ハウジング、

綴燕i1i 蕊蕊蕊

①住宅
②オフィス
③サービス施設

難織繍繍灘: 鍵

''-.L稗
蕊

話
呼
祇
独
唾

掘

蕊
蝿
蕊
蕊
一
繊

▼セクション

鶏

4６

:灘謹 議繍蕊

蕊驚蕊溌苓電侭

〒
罰
弛

i 蕊; 蕊癖蕊蕊蕊

粉特集／神戸のモダーンビング⑯－未来編一海碓

④屋上レストラン
⑤住宅
⑥ショッピング街
⑦ヨットハーバー

▼プラン

蕊蕊i 蕊蕊1 織惑：‐全篤

天』

▲ポートタワーから見た中突堤とメリケ
ン波止場、今は、はしけだまりになっ
ている。高速道路で分断された街と海

▲スケッチ
_噂･凸｡-.-.
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[ﾖー

ム
の
技
術
の
展
示
で
あ
る
か
ら

だ
。
し
た
が
っ
て
、
万
国
博
の

閉
会
後
は
、
家
庭
用
の
映
像
技

術
に
よ
る
情
報
機
器
シ
ス
テ
ム

の
変
化
は
目
を
見
晴
る
も
の
が

あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
家
庭
用
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

（
電
波
新
聞
）
、
電
子
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
装
置
、
個
人
用
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
・
マ
シ
ン
、
立
体
テ
レ
ビ

テ
レ
ビ
電
話
、
超
小
型
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
、
お
手
伝
い
家
事
用

ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
調
理
装
置
、

Ｖ
Ｔ
Ｒ
…
…
。
い
ま
、
は
や
り

の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
）
に
対
す
る
家

庭
用
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

×
×
×
×

カ
ラ
ー
・
テ
レ
ビ
の
普
及
は

一
九
六
○
年
代
か
ら
七
○
年
代

こ
の
た
び
の
千
里
丘
陵
で
開

催
さ
れ
る
日
本
万
国
博
は
〃
映

像
の
博
覧
会
″
と
称
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
電
子
工
学
の

進
歩
発
展
に
よ
る
情
報
シ
ス
テ

諸
岡
；
博
熊

奄

八
神
戸
市
企
両
局
調
査
部
副
主
幹
Ｖ

電
子
映
像
技
術

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
⑮

の
開
発
が
進
む
と

①
映
像
を
画
面
に
あ
ら
わ
す

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
技
術

②
映
像
を
記
録
し
て
お
く
映

像
記
録
技
術

③
映
像
の
新
し
い
伝
送
・
記

録
技
術
と
し
て
の
家
庭
用
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
技
術
…
…
が
、

家
庭
用
情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て

花
開
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

×
×
×
×

◇
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
装
置
ｌ

エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン

ス
（
Ｅ
Ｌ
）
、
注
入
型
Ｅ
Ｌ
、
ア

イ
ド
ホ
ー
ル
、
液
晶
、
レ
ー
ザ

ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
、
プ
ラ
ズ

マ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど
が
万

国
博
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
と
く
に
、
レ
ー
ザ
ー
・
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
は
電
力
館
そ
の
他

で
豊
富
に
応
用
さ
れ
る
。

◇
映
像
記
録
装
置
Ｉ

に
か
け
、
文
化
の
量
・
質
と
も

に
大
き
な
変
化
を
与
え
た
。
さ

ら
に
、
七
○
年
代
は
万
国
博
の

影
響
を
う
け
、
映
像
技
術
と
も

に
、
電
波
の
搬
送
技
術
の
革
新

に
よ
っ
て
、
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
数
が
飛
躍
的
に
増
加
す

る
。
さ
ら
に
、
半
導
体
化
、
平

面
型
化
に
よ
る
価
格
の
低
下
な

ど
で
、
テ
レ
ビ
が
マ
ス
コ
ミ
か

ら
ミ
ニ
コ
ミ
へ
の
質
的
な
転
換

を
す
る
。
か
く
て
、
映
像
技
術

Ｖ
Ｔ
Ｒ
（
ビ
デ
オ
・
テ
ー
プ
．

レ
コ
ー
ダ
ー
）
か
ら
録
画
機
能

を
と
り
さ
り
、
再
生
機
能
だ
け

を
も
つ
Ｖ
Ｔ
Ｐ
（
ビ
デ
オ
・
テ

ー
プ
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
）
や
、
磁

気
テ
ー
プ
を
使
用
し
な
い
新
し

い
映
像
再
生
装
置
Ｅ
Ｖ
Ｒ
（
エ

レ
ク
ト
ロ
ー
ー
ッ
ク
・
ビ
デ
オ
・

レ
コ
ー
ダ
ー
）
さ
ら
に
は
、
ホ

ロ
グ
ラ
フ
ィ
ｊ
技
術
を
利
用
し

た
映
像
再
生
装
置
Ｓ
Ｖ
（
セ
レ

ク
タ
ー
・
ビ
ジ
ョ
ン
Ⅱ
カ
ラ
ー
）

回一睡
副ＦＭ

ｌ
ビ
ニ
‐
ル
ラ
ィ
ル
ム
に

ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
で
記
録
し
た

映
像
を
レ
ー
ザ
ー
光
で
再
生
、

こ
の
再
生
像
を
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

で
と
ら
え
、
テ
レ
ビ
画
像
に
す

る
方
式
ｌ
な
ど
が
、
電
気
通

信
館
そ
の
他
の
企
業
館
で
展
示

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

◇
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
Ｉ

Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
家
庭
用
と
し
て
普

及
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
家
庭

用
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
も
情
報

主音声 -弓主音声

シ
ス
テ
ム
の
一
機
器
と
し
て
発

展
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
装

置
は
昨
年
、
国
内
の
二
社
が
試

作
機
を
発
表
し
、
話
題
を
ま
い

た
。
電
々
公
社
は
、
手
紙
を
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
る
時
代
の
到

来
を
万
国
博
会
場
で
展
示
す
る

こ
と
と
な
る
。

◇
そ
の
他
ｌ
音
声
多
重
テ
レ

ビ
と
い
っ
て
、
万
国
博
か
ら
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
本
放
送
を
行
な
う
。

そ
れ
は
、
主
音
声
が
日
本
語

で
、
副
音
声
が
外
国
語
と
い
う

ス
テ
レ
オ
方
式
で
、
音
楽
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
世
界
初
の

試
み
だ
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｖ
の
つ

ぎ
は
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
効
果

を
利
用
し
て
の
立
体
テ
レ
ビ
の

出
現
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
は

た
し
て
、
ど
こ
の
企
業
館
が
こ

れ
を
展
示
す
る
の
か
、
楽
し
み

の
多
い
こ
と
で
あ
る
。

’
4７

函E 弓副音声

〔音声多重放送の仕組み〕
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⑳EＬＥＣＴＲＩＣG ＥＮＥＲＡＬ
人間味あふれた

手づくりの美しさ…

溌蕊難灘耀蕊鑑識篭蕊

等
畠鷺

・
田
野
屋
別
●
駅
●
岬
、
い
⑮
守
胡
●
汐
渉
■
Ｉ
．
‐
‐

インテリアの

②不二屋
ショールーム神戸市生田区三宮町３丁目５番地
くトア．ロード＞神戸（0 7 8 ）3 9 - 0 5 3 5 （代）
葺合工場神戸市葺合区旭通１丁目1 0 番地
小束山工場神戸市垂水区多聞町小束山9 7 5 ノ１

4８

輸入家庭電化製品輸入電化製品の
神戸唯一のＧＥ特約店修理も致します

理守芽産業株式会社
三宮・トア・ロードＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 - 8 6 7 3

ョＩ
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= 霊

いる－もまU L j M I ＝＞＝
私達の生活において、光をもっと大切にしたいものです

－－

蕊蕊蕊

》
》

鐸簿

錐
》

雷繍雫i 霜ア

浄
齢

入船株式会社木工部

灘
朝焼けを見て神聖な気持になり家の中においても現代文明は私達に
昼のふりそそぐ陽を浴びて生の実感を味わい光を演出することを教えてくれました
夕焼けを見て郷愁を感じる明るい食卓でおいしい食事をし
月の光はロマンチックなムードを漂わすやわらかい光の中で団蕊のひとときを過す
美は私達の心にいろいろと語りかけてくれます照明計画は部屋のムード造りに

大切な要素となります

ｆ締インテリアイリフネ4９
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映画と実験

万
博
に
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
新
手
法
の
映
画
シ
ョ
ウ
が
提
供

さ
れ
る
の
か
私
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
一
月
末
現
在
そ
れ
は
知
ら
さ

れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
万
博
で
の
映
画
の
新
手
法
に
つ
い
て
私
は
テ
レ
ビ
会
社
か

ら
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の
紹
介
の
役
目
を
依
頼
さ
れ
た
が
、

私
は
映
画
は
好
き
だ
が
、
映
画
科
学
の
こ
と
は
全
く
の
無
学
の
た

め
に
そ
れ
は
お
許
し
を
願
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
映
画
が
そ
の
新
手

法
に
よ
っ
て
い
か
な
る
シ
ョ
ウ
を
見
せ
得
る
か
、
そ
の
効
果
そ
の

芸
術
価
値
に
つ
い
て
の
ご
紹
介
の
お
役
目
を
引
き
受
け
た
。

博
覧
会
と
い
う
も
の
は
、
映
画
と
い
う
よ
う
な
科
学
芸
術
に
と

っ
て
は
ま
っ
た
く
の
好
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
て
、
日
本
人
が
外
国
か

ら
映
画
と
い
う
も
の
の
驚
異
を
日
本
に
持
ち
こ
ん
だ
の
も
博
覧
会

に
提
示
さ
れ
実
験
さ
れ
た
そ
れ
を
見
た
の
が
も
と
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）
に
荒
木
和
一
氏
が
キ

ネ
ト
ス
コ
ー
プ
を
見
物
し
そ
れ
を
買
い
求
め
ん
と
し
た
が
あ
ま
り

万
博
に
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
新
手
法
の
映
画
シ
ョ
ウ
が
提
供

さ
れ
る
の
か
私
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
一
月
末
現
在
そ
れ
は
知
ら
さ

れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
万
博
で
の
映
画
の
新
手
法
に
つ
い
て
私
は
テ
レ
ビ
会
社
か

ら
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の
紹
介
の
役
目
を
依
頼
さ
れ
た
が
、

私
は
映
画
は
好
き
だ
が
、
映
画
科
学
の
こ
と
は
全
く
の
無
学
の
た

め
に
そ
れ
は
お
許
し
を
願
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
映
画
が
そ
の
新
手

法
に
よ
っ
て
い
か
な
る
シ
ョ
ウ
を
見
せ
得
る
か
、
そ
の
効
果
そ
の

芸
術
価
値
に
つ
い
て
の
ご
紹
介
の
お
役
目
を
引
き
受
け
た
。

唇卿』吋唇卿』吋
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１

性
ご
・
・
・
則
別

性
ご
・
・
・
則
別

ＣＩｎＣＩｎ
認炉 ■
■
■
■

■
■
■
■

＜アストロラマ＞ユニットカメラ

溌議

万 博と映面 ■
■

１
５０

１

写4号宅略や孔轡L o . " . ¥

蝿:is蝿韓；
F 群E 隼群; 雑
f 缶‘' 牙轟詫｡ ､亜沸f 錐詫. , 錐

匙

■

ラマ＞ユニットカメラ

■

☆
映画評論家

淀 川長治
熟

■
■
■
■

■
閲
凹
・
■■

の
高
価
で
あ
き
ら
め
て
、
そ
れ
か
ら
二
年
、
あ
き
ら
め
切
れ
な
く

再
渡
米
し
て
明
治
二
十
九
年
ヴ
ァ
イ
タ
ス
コ
ー
プ
を
輸
入
と
い
う

映
画
年
表
史
の
よ
う
な
も
の
の
方
が
ま
だ
し
も
私
に
は
興
味
が
あ

る
。
そ
れ
で
そ
の
年
に
神
戸
の
リ
ネ
ル
商
会
と
い
う
の
が
キ
ネ
ト

ス
コ
ー
プ
二
台
を
輸
入
し
神
戸
神
港
倶
楽
部
で
そ
の
年
の
十
二
月

に
公
開
。
こ
れ
が
日
本
で
の
活
動
写
真
公
開
の
最
初
た
る
は
あ
ま

り
に
も
有
名
。

そ
の
活
動
写
真
の
も
と
は
一
六
○
○
年
代
に
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た

ラ
ン
プ
を
使
っ
て
の
影
絵
か
ら
始
ま
っ
て
ガ
ラ
ス
絵
の
幻
燈
、
連

続
ス
ラ
イ
ド
の
手
回
し
、
一
八
七
○
年
（
明
治
三
年
）
カ
リ
フ
オ

ル
ー
ー
ァ
州
マ
ィ
ブ
リ
ッ
ジ
農
場
で
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
二
十
四
台
の

写
真
機
を
な
ら
べ
て
の
走
る
馬
の
撮
影
。
こ
の
連
続
映
像
の
成
功

に
次
い
で
今
度
は
人
間
が
板
の
上
を
飛
び
は
ね
る
動
き
を
三
十
台

の
写
真
機
で
撮
影
、
さ
ら
に
女
が
踊
る
姿
を
四
十
台
の
写
真
機
で

と
い
う
よ
う
に
発
展
し
、
こ
れ
が
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
博
覧
会

の
シ
ネ
マ
館
で
動
く
写
真
の
目
の
魔
法
と
い
う
よ
う
な
形
で
公
開

さ
れ
、
そ
の
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）
に
は
エ
ジ
ソ
ン
が
ニ

ウ
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
ウ
エ
ス
ト
・
オ
レ
ン
ジ
で
最
初
の
映
画
用
ス

タ
ジ
オ
（
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
リ
ア
）
を
す
で
に
設
け
て
い
た
と
い
う
。

〈48〉〈48〉
の
高
価
で
あ
き
ら
め
て
、
そ
れ
か
ら
二
年
、
あ
き
ら
め
切
れ
な
く

再
渡
米
し
て
明
治
二
十
九
年
ヴ
ァ
イ
タ
ス
コ
ー
プ
を
輸
入
と
い
う

映
画
年
表
史
の
よ
う
な
も
の
の
方
が
ま
だ
し
も
私
に
は
興
味
が
あ

る
。
そ
れ
で
そ
の
年
に
神
戸
の
リ
ネ
ル
商
会
と
い
う
の
が
キ
ネ
ト

ス
コ
ー
プ
二
台
を
輸
入
し
神
戸
神
港
倶
楽
部
で
そ
の
年
の
十
二
月

に
公
開
。
こ
れ
が
日
本
で
の
活
動
写
真
公
開
の
最
初
た
る
は
あ
ま

り
に
も
有
名
。

そ
の
活
動
写
真
の
も
と
は
一
六
○
○
年
代
に
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た

ラ
ン
プ
を
使
っ
て
の
影
絵
か
ら
始
ま
っ
て
ガ
ラ
ス
絵
の
幻
燈
、
連

続
ス
ラ
イ
ド
の
手
回
し
、
一
八
七
○
年
（
明
治
三
年
）
カ
リ
フ
オ

ル
ー
ー
ァ
州
マ
ィ
ブ
リ
ッ
ジ
農
場
で
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
二
十
四
台
の

写
真
機
を
な
ら
べ
て
の
走
る
馬
の
撮
影
。
こ
の
連
続
映
像
の
成
功

に
次
い
で
今
度
は
人
間
が
板
の
上
を
飛
び
は
ね
る
動
き
を
三
十
台

の
写
真
機
で
撮
影
、
さ
ら
に
女
が
踊
る
姿
を
四
十
台
の
写
真
機
で

と
い
う
よ
う
に
発
展
し
、
こ
れ
が
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
博
覧
会

の
シ
ネ
マ
館
で
動
く
写
真
の
目
の
魔
法
と
い
う
よ
う
な
形
で
公
開

さ
れ
、
そ
の
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）
に
は
エ
ジ
ソ
ン
が
ニ

ウ
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
ウ
エ
ス
ト
・
オ
レ
ン
ジ
で
最
初
の
映
画
用
ス

タ
ジ
オ
（
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
リ
ア
）
を
す
で
に
設
け
て
い
た
と
い
う
。
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れ
た
が
、
香
り
と
い
っ
た
も
の
が

場
内
に
た
だ
よ
う
こ
と
が
次
の
シ
ー
ン
の
邪
魔
と
な
り
こ
れ
も
失

敗
。
映
画
が
こ
の
よ
う
に
芸
術
へ
の
一
歩
手
前
に
あ
っ
て
は
こ
の

よ
う
に
科
学
地
獄
の
苦
闘
を
く
ぐ
り
抜
け
、
そ
れ
が
と
く
に
世
界

博
覧
会
の
よ
う
な
舞
台
を
チ
ャ
ン
ス
に
さ
ら
に
躍
進
す
る
わ
け
で

四
方
八
方
が
ス
ク
リ
ー
ン
の
ソ
ビ
エ
ト
の
シ
ル
ク
ラ
マ
そ
の
他
も

ろ
も
ろ
の
新
手
法
が
さ
ら
に
い
よ
い
よ
来
た
る
べ
き
万
博
に
そ
の

奥
の
手
を
見
せ
る
楽
し
さ
を
私
は
子
供
の
よ
う
に
期
待
す
る
。

け
、
そ
の
と
き
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

①
フ
ォ
ノ
フ
ィ
ル
ム
説
明
②
サ
キ

ソ
フ
ォ
ン
独
奏
③
④
ダ
ン
ス
⑤
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
⑥
歌
劇
「
椿
姫
」
⑦

バ
ン
ジ
ョ
ー
独
奏
③
ダ
ン
ス
⑨
エ

デ
イ
・
キ
ャ
ン
タ
ー
の
軽
る
口
⑩

ダ
ン
ス
⑪
木
琴
独
奏
⑫
ク
ー
リ
ッ

ジ
大
統
領
演
説
⑬
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

⑭
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
⑮
ダ
ン
ス

当
時
の
入
場
料
と
し
て
は
高
額
の

五
円
が
一
番
席
で
あ
っ
た
。
（
神

戸
で
は
乗
楽
館
で
公
開
）

か
く
て
一
九
五
二
年
（
昭
和
二

十
七
年
）
シ
ネ
ラ
マ
が
生
ま
れ
、

三
台
の
映
写
機
を
用
い
多
数
の
ス

ピ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
立
体
音
響

を
生
ん
だ
あ
た
り
か
ら
は
す
で
に

こ
れ
が
一
九
○
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
と
も
な
る
と
早
く
も

蓄
音
機
の
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
発
声
活
動
写
真
が
考
案
さ
れ
、
一
駒

ご
と
に
手
で
色
彩
を
ほ
ど
こ
す
カ
ラ
ー
映
画
へ
の
こ
こ
ろ
み
も
行

わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

や
が
て
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）
リ
ー
・
デ
・
フ
ォ
レ
ス

ト
の
試
作
ト
ー
キ
ー
が
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
で
公
開
、
こ
れ
は
フ
ォ
ノ

フ
ィ
ル
ム
と
名
づ
け
ら
れ
大
正
十
四
年
七
月
日
本
で
も
公
開
さ
れ

た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
私
も
こ
の
目
こ
の
耳
で
こ
れ
を
見
た
わ

全天周映画みどり館くアストロラマ＞

ご
存
知
ど
お
り
。
話
が
前
後
す
る

が
フ
ォ
ノ
フ
ィ
ル
ム
が
フ
ォ
ッ
ク
ス
社
に
よ
っ
て
フ
ィ
ル
ム
式
ト

ー
キ
ー
（
ム
ー
ピ
ー
ト
ー
ン
）
と
し
て
完
成
し
た
の
が
一
九
二
七

年
（
昭
和
二
年
）
そ
の
前
年
に
ウ
ォ
ー
ナ
ー
社
が
レ
コ
ー
ド
式
の

ヴ
ァ
イ
タ
フ
ォ
ー
ン
で
一
足
さ
き
に
ト
ー
キ
ー
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
に
三
原
色
法
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
で

最
初
の
本
格
的
色
彩
に
成
功
。
そ
れ
よ
り
以
前
す
で
に
一
九
三
二

年
（
昭
和
七
年
）
デ
ィ
ズ
ー
ー
ー
が
こ
の
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
で
色
彩
動

画
に
着
手
成
功
。

や
が
て
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）
シ
ネ
ラ
マ
よ
り
さ
ら

に
実
用
向
き
の
シ
ネ
マ
ス
コ
ー
プ
が
生
ま
れ
、
私
は
こ
れ
の
世
界

最
初
の
公
開
が
二
十
世
紀
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
ス
タ
ジ
オ
内
で
公
開
さ

れ
た
の
を
そ
の
ス
タ
ジ
オ
で
多
く
の
ス
タ
ー
や
監
督
た
ち
や
世
界

の
映
画
人
と
共
に
見
物
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ス
タ
ー
も
監
督
も

そ
の
初
公
開
に
は
胸
と
き
め
か
し
驚
き
の
目
を
輝
か
し
て
い
た
の

を
昨
日
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
今
か
ら
思
え
ば
何

と
も
奇
妙
な
感
じ
で
あ
る
。

《

シネラマの1 2 倍もあるドーム型スクリーン
総面積約2 , 0 0 0 平方メートル
スクリーンスペースは世界最大

こ
れ
に
前
後
し
て
３
Ｄ
（
ス
リ

ィ
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
）
と
い
う

立
体
映
画
が
公
開
。
こ
れ
は
し
か

し
ポ
ラ
ロ
イ
ド
の
二
色
レ
ン
ズ
で

め
が
ね
を
用
い
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
不
自
由
ゆ
え
に
、
映
画
館
に

は
不
適
当
し
て
一
年
余
り
で
姿
を

消
し
た
。
じ
っ
さ
い
こ
れ
を
見
る

や
ス
ク
リ
ー
ン
の
男
か
ら
投
げ
ら

れ
た
槍
が
と
び
出
し
、
煙
が
ス
ク

リ
ー
ン
か
ら
こ
ち
ら
に
ひ
ろ
が
り

煙
に
む
せ
る
思
い
を
す
る
ほ
ど
の

実
感
は
あ
っ
た
も
の
の
め
が
ね
を

用
い
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
立
体
画

面
が
あ
た
か
も
逆
に
鏡
の
ご
と
き

異
様
な
感
し
ょ
く
で
失
敗
。
こ
の

あ
と
香
り
を
放
つ
映
画
が
実
験
さ

’
5１
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北川祐三氏

神戸遊戯誌７８

小松原正直氏

ポ ガン②青木重雄

神戸ボーガンクラブ会員

ニューパワーフィールドＢＰＮ－Ｍ型

☆
今
夏
グ
ワ
ム
島
な
ど
で
競
射
会

近
ご
ろ
ボ
ウ
ガ
ン
が
日
本
の
テ
レ
ビ
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
も
の
の
「
ガ
ー
ド
マ
ン
」
に
出
て
い
た
こ
と
が

あ
る
し
、
先
般
ど
こ
か
の
テ
レ
ビ
番
組
に
く
わ
し
い
狩
猟
用
ポ
ウ

ガ
ン
の
活
躍
風
景
が
映
写
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
青
年
男
女
が
手

に
手
に
ボ
ウ
ガ
ン
を
持
っ
て
草
原
で
野
ウ
サ
ギ
な
ど
を
追
っ
か
け

る
シ
ー
ン
だ
が
、
矢
は
な
か
な
か
当
た
ら
な
い
も
の
だ
。
い
き
も

の
の
命
中
は
か
な
り
む
ず
か
し
く
、
小
鳥
な
ど
は
と
り
わ
け
む
ず

か
し
い
。
せ
い
ぜ
い
野
ウ
サ
ギ
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
。
こ
の
時
も
一

匹
に
命
中
し
た
ら
し
い
が
、
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
ｌ

な
ん
て
い
う
と
ボ
ウ
ガ
ン
会
員
か
ら
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、

動
い
て
い
る
対
象
の
射
撃
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、

元
来
ボ
ウ
ガ
ン
は
そ
の
射
撃
方
法
か
ら
い
っ
て
弓
よ
り
も
む
し
ろ

ラ
イ
フ
ル
射
撃
に
似
て
い
る
わ
け
だ
が
、
発
射
さ
れ
る
も
の
が
弾

丸
で
は
な
く
、
矢
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ラ
イ
フ
ル
の

場
合
は
引
鉄
を
し
ぼ
る
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
弾
丸
は
銃
身
を
通
過

し
て
、
銃
口
を
離
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ボ
ウ
ガ
ン
は
ラ
イ
フ

＃

5２

浩氏 小林誠吉氏

ル
に
比
べ
て
発
射
速
度
が
遅
い
う
え
に
（
帥
ポ
ン
ド
弓
を
使
用
し

て
布
メ
ー
ト
ル
／
秒
）
、
銃
弾
に
比
べ
て
矢
が
非
常
に
長
い
。
こ

の
引
鉄
を
し
ぼ
り
終
え
て
な
お
瞬
時
、
矢
が
レ
ー
ル
上
を
走
っ
て

い
る
時
間
を
忘
れ
て
は
命
中
度
は
ぐ
っ
と
悪
く
な
る
、
そ
の
う
え

操
作
に
か
な
り
の
力
が
必
要
な
こ
と
も
条
件
の
一
つ
。
こ
の
辺
に

ボ
ウ
ガ
ン
射
撃
の
む
ず
か
し
さ
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に

単
な
る
娯
楽
と
し
て
よ
り
以
上
に
精
神
練
磨
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
わ

れ
る
素
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

ボ
ウ
ガ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
弓
を
ス
ト
ッ
ク
（
ガ
ン
式
の

本
体
）
に
装
着
し
、
弦
を
マ
ガ
ジ
ン
（
機
関
部
）
に
引
き
込
ん
で

ロ
ッ
ク
し
、
ア
ロ
ー
・
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
レ
ー
ル
に
矢
を
装
填

し
て
発
射
す
る
わ
け
だ
が
、
弓
に
は
“
ポ
ン
ド
（
最
大
射
程
伽
メ

ー
ト
ル
、
有
効
射
程
ｍ
ｌ
別
メ
ー
ト
ル
）
、
帥
ポ
ン
ド
（
最
大
狐

メ
ー
ト
ル
、
有
効
別
Ｉ
別
メ
ー
ト
ル
）
、
帥
ポ
ン
ド
（
最
大
酬
メ

ー
ト
ル
、
有
効
別
ｌ
別
メ
ー
ト
ル
）
、
川
ポ
ン
ド
（
最
大
伽
メ
ー

ト
ル
、
強
力
狩
猟
用
弓
）
、
さ
ら
に
強
力
な
ア
メ
リ
カ
製
の
輸
入

弓
な
ど
多
種
類
あ
る
。
な
お
、
材
料
は
銃
身
は
鉄
砲
と
同
様
ク
ル

ミ
材
と
合
金
で
作
ら
れ
、
弦
は
ダ
ク
ロ
ン
と
い
う
化
繊
を
使
っ
て

酒井裕雄氏

松下
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注
神
戸
ボ
ウ
ガ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
の
小
松
原
正
直
、
酒
井
裕
雄
、
松
下
浩
、
小
林
誠

吉
、
北
川
祐
三
諸
氏
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
が
多
い
が
、
年
齢
は
や
は
り
加
歳
前
後
が
多
く
（
神
戸
ポ

ウ
ガ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
中
に
は
六
十
歳
の
最
高
年
齢
男
子
も
い
る

が
）
、
職
業
で
は
学
生
、
会
社
員
、
そ
の
他
と
な
っ
て
お
り
、
女

性
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
寂
し
い
。
ま
た
、
神
戸
の
中

山
手
に
任
む
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ー
チ
ン
さ
ん
と
い
う
ア
メ
リ
カ
人
も

フ
ァ
ン
で
、
川
ポ
ン
ド
の
強
力
弓
を
使
っ
て
や
っ
て
い
る
そ
う
だ

が
、
命
中
率
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
ま
だ
ポ
ウ

ガ
ン
の
紹
介
活
動
を
兼
ね
て
会
員
を
ふ
や
し
て
い
る
現
状
だ
が
、

そ
れ
で
も
全
国
的
な
競
技
会
に
は
す
で
に
会
員
が
参
加
し
て
か
な

り
の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
娼
年
８
月
グ
ア
ム

島
で
の
野
ブ
タ
狩
猟
会
と
“
年
８
月
の
八
丈
島
観
光
競
射
会
に
参

加
し
た
が
、
後
者
へ
は
小
林
誠
吉
、
酒
井
裕
雄
、
小
松
原
正
直
、
藤

原
悦
子
の
四
名
が
名
乗
り
を
あ
げ
、
小
林
は
８
位
、
酒
井
は
十
位

と
な
っ
た
。
こ
と
し
は
早
く
も
１
月
４
日
に
諏
訪
山
神
社
内
で
事

初
め
の
競
射
会
を
開
い
て
お
り
、
８
月
に
は
サ
イ
パ
ン
、
グ
ア
ム

ロ
タ
、
沖
縄
で
競
射
会
が
開
か
れ
る
は
ず
で
こ
れ
ら
に
も
何
名
か

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
国
内
で
の
公
式
競
射
会
も
こ
と

し
ぐ
ら
い
か
ら
盛
ん
に
な
る
も
よ
う
だ
か
ら
、
会
員
は
じ
め
県
下

の
フ
ァ
ン
の
熱
意
も
い
っ
そ
う
高
ま
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
今
日

ま
で
欧
米
諸
国
中
心
に
開
か
れ
て
い
る
国
際
試
合
に
日
本
が
参
加

す
る
日
も
間
近
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

ポ
ウ
ガ
ン
は
ま
た
陸
上
だ
け
で
は
な
く
魚
を
と
る
た
め
に
海
で

も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
射
ち
損
ね
る
と
矢
一
本
代
六
百
円
の
損
と

な
る
か
ら
高
く
つ
く
わ
け
だ
。
ほ
か
に
ス
キ
ー
と
併
用
し
て
狩
猟

に
使
わ
れ
た
り
、
皇
居
内
で
は
カ
ラ
ス
退
治
に
も
使
わ
れ
て
い
る

が
、
ネ
ク
タ
イ
を
し
め
て
と
り
に
行
く
の
で
や
り
き
れ
な
い
と
の

声
も
聞
か
れ
る
そ
う
だ
。
他
方
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
は
象
な
ど
の
野

獣
の
保
護
の
た
め
に
麻
酔
入
り
の
矢
を
使
っ
て
、
音
の
し
な
い
ボ

ウ
ガ
ン
が
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

も
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
も
さ
ら
に
実
用
的
に
も
用
途
の
多
い
ボ
ウ
ガ

ン
の
日
本
に
お
け
る
今
後
の
健
全
な
発
展
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

（
妬
・
１
．
岨
記
）

’
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い
る
。
こ
の
う
ち
狩
猟
用
と
競
技
用
に
お
も
に
使
用
さ
れ
る
の
は

帥
ポ
ン
ド
と
伽
ポ
ン
ド
弓
だ
が
、
競
技
用
の
う
ち
基
本
標
的
射
撃

競
技
（
基
本
ル
ー
ル
）
で
は
、
普
通
畳
一
枚
（
一
畳
）
に
釦
セ
ン

チ
標
的
（
五
色
の
同
心
円
帯
に
分
か
れ
、
中
心
点
は
金
色
）
紙
四

枚
を
張
り
つ
け
て
一
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
射
撃
）
と
し
、
各
的
ご
と
に

矢
（
太
さ
６
ミ
リ
で
ア
ル
ミ
の
矢
が
一
番
効
果
的
）
を
三
射
し
、

四
的
合
計
一
二
射
を
二
回
繰
り
返
し
、
合
計
二
四
射
を
一
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
適
中
点
合
計
を
得
点
と
す
る
。
た
だ
フ
ァ
ー
ル
は
射
ち

返
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
一
般
射
撃
、
一
発
射

撃
、
限
秒
射
撃
、
多
発
射
撃
競
技
な
ど
も
あ
る
（
以
上
日
本
ボ
ウ

ガ
ン
協
会
、
標
的
射
撃
競
技
規
則
）
。
射
ち
方
に
は
丘
射
、
膝
射
、

伏
射
の
ほ
か
平
行
だ
け
で
な
く
、
五
体
的
に
上
か
ら
下
へ
射
（
う
）

ち
お
ろ
す
場
合
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
は
じ
め
の
う
ち
熱
心
に
習

え
ば
だ
れ
で
も
簡
単
に
射
て
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
初
心

者
で
も
別
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
距
離
か
ら
知
セ
ン
チ
標
的
に
全
部

命
中
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
か
な
り
の
ベ
テ
ラ
ン

で
も
中
心
点
に
連
続
命
中
さ
せ
る
こ
と
は
至
難
の
わ
ざ
で
、
こ
れ

に
は
高
度
の
技
術
と
充
分
な
練
習
が
必
要
な
わ
け
だ
。
だ
が
、
こ

れ
が
可
能
に
な
っ
て
こ
そ
ボ
ウ
ガ
ン
の
ダ
イ
ゴ
味
を
本
当
に
味
わ

え
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
技
術
に
は
ク
ラ
ス
が
あ
っ
て
、

級
で
段
位
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
試
合
の
と
き
（
一
ラ
ウ
ン
ド

型
射
）
に
七
、
八
級
は
的
ま
で
の
射
撃
距
離
が
５
メ
ー
ト
ル
、
五
、

六
級
は
皿
メ
ー
ト
ル
、
三
、
四
級
は
釦
メ
ー
ト
ル
。
一
、
二
級
は

別
メ
ー
ト
ル
と
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
塑
射
の
う
ち

七
、
八
割
は
当
た
ら
ぬ
と
失
格
す
る
こ
と
に
き
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
わ
が
国
で
は
ま
だ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
レ
ジ
ャ
ー
と
し

て
も
こ
れ
か
ら
の
遊
戯
だ
が
、
現
状
で
は
や
は
り
東
京
が
一
番
盛

ん
で
、
つ
づ
い
て
関
東
、
京
阪
神
、
福
岡
な
ど
の
順
で
、
こ
れ
ら
の

各
地
に
は
す
で
に
東
京
の
日
本
ボ
ウ
ガ
ン
協
会
と
関
係
を
も
つ
ポ

ウ
ガ
ン
ク
ラ
ブ
が
作
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
開
始
し
て

い
る
が
、
会
員
だ
け
で
全
国
に
約
二
千
人
は
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
神
戸
ポ
ウ
ガ
ン
ク
ラ
ブ
は
ま
だ
二
十
余
名
の
会
員
だ
が
、
兵

庫
県
全
体
と
し
て
は
個
人
的
に
や
っ
て
い
る
人
も
い
れ
て
百
人
以

上
は
い
る
ら
し
い
。
神
戸
以
外
で
は
加
古
川
、
尼
崎
、
姫
路
な
ど
に
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そ
こ
で
い
く
ら
当
り
年
と
て
、
ヒ
ト
さ
ま
に
陵
み
つ
い
て
は
大

変
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
予
定
し
て
い
た
濫
に
入
れ
た
も
の
の
、
夜

行
性
の
彼
は
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
が
ら
り
と
変
身
。
濫
の
周
囲
の

金
網
を
噛
み
は
じ
め
た
。
な
ん
と
か
脱
走
口
を
開
け
よ
う
と
い
う

の
だ
。
そ
れ
も
私
た
ち
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
た
ん
に
行
動

に
出
る
。
そ
の
上
与
え
た
餌
は
、
そ
の
場
で
は
口
に
も
し
な
い
く

せ
、
何
時
の
間
に
か
敷
わ
ら
の
下
に
せ
っ
せ
と
隠
し
て
し
ま
う
。

そ
の
闇
に
ふ
る
ま
う
ヤ
ク
ザ
振
り
に
安
心
が
で
き
ず
、
と
う
と
う

椎
の
補
強
を
一
昼
夜
か
け
て
行
っ
た
。

し
か
し
、
こ
ん
ど
は
、
運
動
場
に
出
た
ま
ま
、
二
度
と
寝
部
屋

に
入
ら
な
く
な
っ
た
。
鉄
格
子
は
あ
っ
て
も
、
屋
外
の
方
が
隠
々

と
し
た
深
夜
の
冷
気
が
、
彼
に
生
気
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
の
だ
ろ

う
か
。
何
日
も
屋
外
に
出
た
ま
ま
の
飼
育
が
続
き
、
か
え
っ
て
食

欲
を
増
し
、
毛
並
さ
え
よ
く
な
っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
が
起
き
は
じ
め
た
。
同
じ
棟
で
隣
り

合
せ
の
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
ま
で
が
入
室
を
嫌
い
は

じ
め
た
。
つ
ま
り
入
室
拒
否
の
統
一
行
動
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
。

ま
る
で
口
を
揃
え
た
よ
う
に
、
オ
レ
た
ち
も
オ
オ
カ
ミ
同
様
、

夜
も
運
動
場
で
あ
そ
ば
せ
る
／
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
深
夜
の
彼
等
の
行
動
を
探
る
こ
と
が
幾
回
と
な
く
続
け

ら
れ
た
。
そ
の
夜
は
折
り
良
く
快
晴
、
し
か
も
月
明
り
で
あ
っ

た
。
屋
外
に
出
た
タ
ヌ
キ
全
頭
が
運
動
場
中
央
に
ま
る
く
寄
り
集

っ
て
眠
っ
て
い
る
の
だ
。

し
か
も
そ
の
内
の
一
’
二
頭
が
常
に
起
き
あ
が
り
付
近
の
警
戒

に
当
っ
て
い
る
。
確
か
に
タ
ヌ
キ
は
昼
間
は
穴
ぐ
ら
で
姿
を
見
せ

な
い
も
の
だ
が
、
馴
れ
て
く
る
と
平
気
で
人
前
で
も
寝
そ
べ
る
よ

う
に
な
る
。

面
白
い
の
は
、
夕
暮
れ
頃
に
な
る
と
全
て
の
タ
ヌ
キ
が
一
ヶ
所

に
次
々
と
顔
を
揃
え
寄
り
か
た
ま
っ
て
は
、
何
か
と
さ
わ
ぎ
、
夜

明
し
さ
え
す
る
習
性
だ
。

し
か
も
タ
ヌ
キ
の
群
の
中
に
一
頭
の
キ
ツ
ネ
を
同
居
さ
せ
て
い

た
が
、
一
回
り
大
き
な
体
力
で
タ
ヌ
キ
の
一
群
を
支
配
し
闘
争
す

る
よ
う
な
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
オ
オ
カ
ミ
の
登

場
以
来
、
金
網
越
し
に
見
え
る
オ
オ
カ
ミ
の
体
力
と
気
力
に
圧
倒

オ
オ
カ
ミ
の
恐
ろ
し
さ
は
、
い
っ
た
ん
獲
物
と
き
め
つ
け
た
ら

何
処
ま
で
も
つ
き
ま
と
い
、
相
手
が
疲
れ
果
て
る
ま
で
追
い
回
す

こ
と
だ
。
そ
れ
も
必
ず
大
勢
の
群
で
四
方
か
ら
襲
い
か
か
る
。

そ
の
上
何
時
の
場
合
も
、
食
い
き
れ
な
く
て
も
、
追
い
つ
め
た

獲
物
の
群
す
べ
て
を
狂
気
の
よ
う
に
殺
し
て
し
ま
わ
な
い
と
お
さ

ま
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
殺
し
屋
の
血
が
流
れ
る
シ
ベ
リ
ヤ
オ
オ
カ
ミ
が
、

犬
年
に
ち
な
ん
で
神
戸
に
や
っ
て
き
た
。
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
に
陵

ま
れ
た
と
い
う
事
故
は
な
く
て
も
、
む
し
ろ
ハ
イ
エ
ナ
や
オ
オ
カ

ミ
に
手
を
陵
み
ち
ぎ
ら
れ
た
と
い
う
事
故
の
方
が
よ
く
あ
る
。

オオカミにおびえる隣のキツネ

’
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し
屋
〃
だ
と
し
か
い
え
な
い
が
、
こ
れ
で
い
て
な
か
な
か
我
子
に

対
し
て
は
大
変
な
愛
情
を
か
た
む
け
る
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
一
度

き
ま
っ
た
オ
ス
と
メ
ス
は
相
手
を
変
え
る
こ
と
が
ま
ず
な
い
と
い

わ
れ
、
飼
い
犬
な
ど
と
違
い
、
貞
操
は
い
た
っ
て
固
い
と
い
う
。

そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
と
、
見
か
け
や
、
そ
の
生
活
の
し
か
た
に

は
、
犬
科
と
し
て
の
共
通
し
て
い
る
点
が
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、

群
で
獲
物
を
追
い
つ
め
て
行
く
こ
と
も
そ
う
だ
し
、
鼻
で
獲
物
を

探
り
あ
て
る
こ
と
も
犬
属
の
特
質
だ
。
と
こ
ろ
が
犬
は
加
勢
を
集

め
る
意
味
も
あ
っ
て
や
た
ら
と
吠
え
つ
く
が
、
オ
オ
カ
ミ
は
、
意

外
と
無
表
情
に
喰
る
程
度
で
あ
ま
り
吠
え
な
い
。

ま
た
面
白
い
こ
と
は
奇
妙
に
飼
犬
に
た
い
し
て
親
し
み
を
見
せ

る
よ
う
だ
。
そ
れ
が
証
拠
に
野
良
ネ
コ
は
め
っ
た
と
オ
オ
カ
ミ
や

キ
ツ
ネ
の
オ
リ
の
付
近
に
姿
を
見
せ
な
い
が
、
野
犬
は
平
然
と
オ

リ
越
し
に
鼻
を
す
り
寄
せ
る
ほ
ど
近
ず
い
て
は
立
去
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
オ
オ
カ
ミ
の
恐
ろ
し
さ
は
、
今
あ
ら
た
め

て
書
き
た
て
た
私
よ
り
も
入
園
者
の
方
が
よ
く
御
存
知
で
、
〃
咳

み
ま
す
。
柵
の
中
に
は
い
る
と
あ
ぶ
な
い
／
″
の
注
意
書
き
も
効

め
が
あ
る
の
か
、
さ
す
が
は
、
や
た
ら
と
柵
を
の
り
こ
え
る
い
た

ず
ら
者
は
い
な
い
。

つ
い
で
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
で
一
言
、
オ
オ
カ
ミ
の
た
め
に

弁
明
し
て
や
り
た
い
。
い
く
ら
殺
し
屋
だ
と
の
の
し
ら
れ
て
も
彼

等
の
行
為
は
、
あ
く
ま
で
も
生
き
る
が
た
め
、
飢
を
満
た
す
た
め

の
も
の
が
主
で
、
何
の
理
由
も
な
く
、
楽
し
み
や
、
利
益
の
た
め

に
シ
カ
や
ウ
サ
ギ
を
殺
す
ヒ
ト
さ
ま
と
は
、
ま
る
で
ち
が
う
の
で

あ
る
。終

り
に
ハ
イ
エ
ナ
と
オ
オ
カ
ミ
と
は
混
同
さ
れ
や
す
い
が
、
オ

オ
カ
ミ
は
犬
科
だ
が
、
ハ
イ
エ
ナ
は
犬
に
似
て
い
て
も
犬
の
仲
間

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
じ
ゃ
こ
う
ネ
コ
に
近
い
動
物
。
前
後
肢
と

も
指
は
四
本
、
歯
も
ネ
コ
科
に
似
て
お
り
、
噛
む
力
が
強
大
で
ラ

イ
オ
ン
な
ど
猛
獣
の
食
べ
残
し
を
骨
ご
と
食
べ
る
ほ
ど
、
ど
ん
欲

な
生
活
を
す
る
。
犬
科
の
オ
オ
カ
ミ
は
、
指
は
前
肢
五
本
後
肢
四

本
あ
る
。

八
王
子
動
物
園
飼
育
係
・
写
真
も
Ｖ

さ
れ
た
キ
ツ
ネ
が
、
目
に
見
え
て
衰
え
は
じ
め
、
タ
ヌ
キ
の
若
者

グ
ル
ー
プ
に
さ
え
追
わ
れ
る
運
命
に
な
り
さ
が
っ
た
。

餌
の
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
闘
争
の
末
、
三
頭
の
タ
ヌ
キ
に
敗
北

し
、
生
き
る
こ
と
さ
え
む
ず
か
し
く
な
っ
た
の
だ
。

そ
こ
で
弱
り
き
っ
た
キ
ツ
ネ
を
隣
室
へ
離
し
て
や
っ
た
が
、
オ

オ
カ
ミ
の
晩
み
に
今
も
消
沈
し
て
い
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
書
け
ば
、
ま
る
で
オ
オ
カ
ミ
は
〃
冷
酷
な
殺おとなしそうなオオカミも夜になると豹変する

’
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ペイ手づ ンの家具
⑧おしゃれ・た

くl〕の
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
・
イ
ン
テ
リ
ア
を
集
め
、
豊
富
な
舶
来
商
品
を
ゆ
っ
く
り
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
こ
と
に
こ
れ
ら
左
の
ス
ペ
イ
ン
家
具
は
予
約
で
や
っ
と
到
着
し
た
逸
品
も
の
で
、
彫
り
も
な
か
な
か
面
白
味

が
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
十
七
世
紀
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

×
×
×

〃
ク
ロ
ス
〃
と
い
え
ば
ス
イ
ス
の
バ
リ
ー
シ
ュ
ー
ズ
。
新
し
く
ブ
ル
ー
グ
レ
ー
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
し
き
つ
め
た
二
階

の
サ
ロ
ン
に
春
も
の
、
夏
も
の
、
秋
も
の
が
揃
い
ま
し
た
。
今
年
の
バ
リ
ー
の
傾
向
は
、
紳
士
も
の
で
は
、
今
ま
で
黒

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
茶
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ネ
ク
タ
イ
と
靴
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
い
う
お
し
ゃ
れ
紳
士
に

ぴ
っ
た
り
の
新
作
も
あ
り
ま
す
。

婦
人
も
の
は
シ
ュ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
ゴ
ー
ル
ド
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
に
な
り
、
や
や
靴
の
先
が
丸
い
も
の
か
ら
少
し

細
っ
そ
り
と
上
品
に
と
が
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
カ
カ
ト
は
あ
い
か
わ
ら
ず
太
目
と
い
う
と
こ
ろ
。
ハ
キ
ダ
オ

レ
神
戸
っ
子
に
と
っ
て
チ
ョ
ッ
ピ
リ
気
に
な
る
バ
リ
ー
シ
ュ
ー
ズ
の
春
夏
の
情
報
で
す
。

春
の
お
で
か
け
に
ト
ア
・
ロ
ー
ド
ク
ロ
ス
の
ウ
イ
ン
ド
ー
を
の
ぞ
か
れ
て
は
い
か
が
？

最
近
の
モ
ダ
ー
ン
・
リ
ビ
ン
グ
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ず
ま
い
の
人
々
が
急
に
増
え
、
ル
ー
ム
イ
ン
テ
リ
ア
に
欧
風
家

具
を
と
り
入
れ
て
暖
た
か
い
部
屋
づ
く
り
を
好
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
商
人
が
、
ス
ペ
イ
ン
へ
で
か
け
て
、
古
い
ス
ペ
イ
ン
家
具
を
田
舎
へ
で
か
け
て
さ
が
し
だ
し
て
売
る
と

い
う
こ
と
が
、
三
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
流
行
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の
現
代
人
が
最
近
に
な
っ
て
田
舎
へ

で
か
け
て
民
芸
品
の
家
具
を
あ
さ
っ
て
く
る
の
に
類
似
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
戦
後
二
十
数
年
、
団
地
化
、
マ
ン

シ
ョ
ン
化
す
る
住
ま
い
に
、
余
裕
が
で
き
て
、
あ
ら
た
め
て
日
本
の
よ
さ
を
考
え
な
お
し
、
情
趣
豊
か
な
も
の
を
住
ま

い
に
と
り
い
れ
、
精
神
面
の
豊
か
さ
を
お
ぎ
な
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
も
流
行
中
の
古
い
ス
ペ
イ
ン
の
十
七
世
紀
頃
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
家
具
が
、
ト
ア
・
ロ

ー
ド
の
靴
と
舶
来
雑
貨
の
〃
ク
ロ
ス
〃
に
到
着
し
ま
し
た
。
素
材
は
カ
バ
の
木
で
日
本
の
桜
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
固
さ
。

ガ
ン
ジ
ョ
ウ
で
手
づ
く
り
の
家
具
に
は
素
朴
な
味
わ
い
と
重
厚
な
気
品
が
ど
こ
と
な
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
椅
子
な
ど
に

は
最
近
製
作
の
も
の
も
多
い
の
で
す
が
、
飾
り
柵
や
机
に
は
古
い
十
七
世
紀
そ
の
ま
ま
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
風
合
を
持
っ

た
も
の
も
あ
り
、
鈍
い
光
り
を
放
っ
て
い
ま
す
。
〃
ク
ロ
ス
〃
は
二
月
末
か
ら
従
来
の
一
階
に
加
え
て
、
新
し
く
一
一
階

｣9
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